
事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート

事業実績

-

評価指標

事業の計画・内容

）

評価

整備内容 運営体制

1

2

3

4

事業費（人件費除く）の財源内訳

備
考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

2,629 2,629 2,629
計 3,129 3,129 2,629 2,629 2,629 2,629

一 般 財 源 3,129 3,129 2,629
そ   の   他
受益者負担

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債

2,629 2,629 2,629 2,629（Ａ） 事      業      費 3,129 3,129

人 720

トータルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 3,129 3,849 3,349 3,349 3,349 3,349

人 人件費（Ｂ） 0.1人 720 人件費（Ｂ） 0.1720 人件費（Ｂ） 0.1 720720 人件費（Ｂ） 0.1 人人件費（Ｂ） 0.1 人事業投入人員 人件費（Ｂ） 0.1 人

事業費計(A) 　 Σ 2,629事業費計(A) 　 Σ 2,629事業費計(A) 　 Σ 2,629事業費計(A) 　 Σ 2,629事業費計(A) 　 Σ 3,129 事業費計(A) 　 Σ 3,129
　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　進捗率

(％)

　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　

工事

三重県米麦協会負担金 1 式 148三重県米麦協会負担金 1 式 148三重県米麦協会負担金 1 式 148三重県米麦協会負担金 1 式 148
式 2,481

三重県米麦協会負担金 1 式 148 三重県米麦協会負担金 1 式 148
式 2,481 伊賀米振興協議会負担金 1式 2,481 伊賀米振興協議会負担金 1式 2,481 伊賀米振興協議会負担金 1式 2,981 伊賀米振興協議会負担金 1式 2,981 伊賀米振興協議会負担金 1

(千円)　 (千円)　 (千円)　 (千円)　 (千円)

事
業
内
容

平成１8年度 決算内容

(千円)
伊賀米振興協議会負担金 1委託

事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額事 業 内 容 数量 単位 金  額
平成２1年度 計画内容 平成22年度 計画内容 平成23年度 計画内容

事 業 内 容 数量 単位 金  額 事 業 内 容 数量 単位

平成１9年度 決算内容 平成20年度 計画内容
金  額 事 業 内 容 数量 単位 金  額

総事業費 千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度

現状維持 安全安心な伊賀米産地システムに基づく点検検証及び継続的改善により、生産者の品質衛生管理意思の醸成に取組む。量販店舗で
のキャンペーン展開により、消費者視点に立った産地づくりを目指す。

4 市内の類似施設

総合評価 事業の方向性 改善についての取り組み

3 規模・構造 年間運営費 千円

Ａ

2 建設面積（延床面積）

配置（予定）人員 人

効率性 3 団体の効率的な運営、充実した活動及び経費削減を目指す。1 建設用地 運営主体

　委託先

有効性 4
H19の俵当りの落札加重平均は三重県他地域コシヒカリが１３，９０７円、伊賀コシヒカリが１４，３０７円であり、４００円分
有利販売できている。

達成度 4
全国的な米価下落で農家所得が減少している点では達成度は低いが、仮に１００表販売する農家であれば三重県他地域
より４０，０００円手取りが多い。　負担金交付先団体は年度当初の事業計画を達成している。

評価項目 ポイント 評価項目についてのコメント

事
業
内
容

伊賀米振興協議会並びに三重県米麦協会の活動経費を負
担。当該支援団体の活動を通して、伊賀地域における稲作栽
培の技術向上および米の品質向上を図り、同時に経済情勢、
需給動向に対応した計画的生産販売を行うことで、安定した生
産販売体制を構築する。また、「伊賀米」ブランドの普及、販売
拡大に努める。

状
況
変
化
等

伊賀市の負担金（予算）が減額になったので、その他の団
体も減額になり事業規模が縮小した。

必要性 4
伊賀米ブランドのPR、消費拡大、有利販売を推進することで、農村地域を活性化し、過疎化・高齢化する農山村の限界集
落化を防ぎ、集落機能を維持する。

関連事業
終了年度 平成 年度

開始年度 平成 年度

（※対象件数

根拠法令・要綱等 団体規約

350,000
実績 343,170 実績 347,230

目標
350,000伊賀米の集荷（販売）量

伊賀米のＪＡ集荷量をもって販売指標とす
る。

袋
目標

110
実績 　 実績 114.4

目標 100
110生産調整目標の達成率

１００％を超える達成率で需給調整し、三重
県他地域の米よりも単価を有利にする

％
目標

目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H18 H19 H20 H21

伊賀米生産農家、関係事業者及び地域の消費者 伊賀米の有利販売が行われる。　安全安心な伊賀米が安定供給
される。

事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位
実績値

橋居徳治 連絡先
22 9665

(内線) 2710
担当部課

コード １６０１００ 評価者
氏　名名称 農林振興課

目標
38

実績 38
イベント・キャンペーンなどの開催 回

目標

実績

基本計画該当頁 162 行革大綱の重点事項番号 6,7

6
細々目 01 伊賀米生産振興経費 実績 実績 6

目標 目標107 伊賀米等生産振興対策事業
研修会等の実施 回施　策 2 販路拡大、PRの展開

細目

8 8
目 03 農業振興費 実績 8 実績 8

目標 8 目標 801 農業費
振興協議会の開催 回

基　本
施　策

43 伊賀ブランドの価値を高め、売り出す
項

２次評価対象分

農林業費
事業名 333 伊賀米等生産振興対策事業

会計

款

一般会計01

06

継続

活動指標 単位

事業類型

実績値

Ⅰ ソフト事業

目標値

H20 H2１H18 H19

単独

コード 名               称 区分 コード 名            称

事業種別

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等


